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『
令
集
解
』

に
引
用
さ
れ
た
唐
の
格
・
格
後
勅
に
つ
い
て

坂

上

康

は
じ
め
に

イ変

筆
者
は
先
年
『
令
集
解
』
に
引
用
さ
れ
た
唐
の
令
の
年
代
比
定
を
試
み
、
そ
の
結
論
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
た
こ
と
が
あ
説
。

付
『
令
集
解
』
諸
説
に
引
か
れ
た
「
開
元
令
」
は
開
元
三
年
令
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
『
令
集
解
』
に
限
ら
ず
、
日
本
史
料
に
見

る
限
り
で
は
「
開
元
令
」
は
開
元
三
年
令
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

ω令
釈
と
穴
記
の
引
く
「
唐
令
」
は
、
開
元
七
年
、
二
五
年
の
両
令
お
よ
び
本
令
、
永
徽
令
（
両
者
は
同
一
か
も
し
れ
な
い
）
で
は

な
く
、
本
令
、
永
徽
令
よ
り
も
後
で
開
元
七
年
令
よ
り
も
前
の
令
（
複
数
）
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
は
要
す
る
に
養
老
令
の
編
纂
に

当
た
っ
て
新
し
く
参
照
さ
れ
た
令
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
結
論
は
、
従
来
漠
然
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
な
、
八
世
紀
の
日
本
は
常
に
唐
の
最
新
の
文
化
を
摂
取
す
る
こ
と
に
努
め
、
従
っ

て
開
元
七
年
令
に
せ
よ
開
元
二
五
年
令
に
せ
よ
施
行
直
後
に
は
日
本
に
舶
載
さ
れ
、
令
の
注
釈
書
に
は
そ
れ
が
ふ
ん
だ
ん
に
引
用
さ
れ
た

筈
と
い
う
発
艇
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

『
令
集
解
』
に
引
用
さ
れ
た
唐
の
格
・
格
後
勅
に
つ
い
て



『
令
集
解
』
に
引
用
さ
れ
た
唐
の
格
・
格
後
勅
に
つ
い
て

し
か
し
、
前
稿
の
末
尾
に
付
記
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
唐
の
格
や
格
後
勅
の
類
、
ま
た
律
・
律
疏
や
式
の
輸
入
、
参
照
状
況
の
検
討
を

通
じ
て
、
先
の
結
論
は
補
強
さ
れ
＼
修
整
さ
れ
、
或
い
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
検
討
作
業
の
一
つ
と
し
て
、

『
令
集
解
』
に
引
用
さ
れ
た
唐
の
格
・
格
後
勅
の
年
代
比
定
を
行
な
っ
て
み
た
い
。
な
お
、
道
僧
格
に
つ
い
て
は
、
唐
代
一
般
の
格
と
は

や
や
性
格
を
異
に
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
の
検
討
の
対
象
か
ら
除
く
。

格
後
勅

「
令
集
解
』
諸
説
に
引
用
さ
れ
て
い
る
唐
の
格
後
勅
は
次
の
通
り
で
あ
説
。

ω一
戸
令
日
居
狭
条
古
記
所
引
（
二
七
八
頁
七
行
）

狭
里
者
、
格
後
勅
云
、
人
調
地
狭
也
。

ω賦
役
令
口
孝
子
順
孫
条
古
記
所
引
（
四
二
頁
一
行
）

b

c

 

格
後
勅
一
五
、
其
孝
、
必
須
一
生
前
純
至
、
色
養
過
レ
人
、
没
後
陪
、
哀
致
臨
レ
札
、
神
明
通
感
、
賢
愚
共
傷
一
。
又
云
、
孝
一
一
養
武
親
一
、

始
終
無
レ
怠
、
名
表
一
一
州
里
一
、
行
符
ニ
曲
目
郭
一
也
。
又
云
、
却
標
一
一
孝
悌
一
、
有
レ
感
一
一
通
神
一
也
。

ω同
条
古
記
所
引
（
四
一
三
頁
二
行
）

義
夫
、
謂
、
格
後
勅
十
三
巻
云
、
其
義
、
必
須
二
累
代
同
居
、
一
門
邑
穆
、
易
レ
衣
市
出
、
同
レ
韓
而
食
、
尊
卑
有
レ
序
、
財
産
売
レ

私
、
一
一
日
行
臣
レ
軒
、
郷
閣
不
レ
競
、
官
寮
委
験
、
遠
近
称
揚
一
。
其
祖
父
見
存
、
計
二
子
孫
二
雄
卜
至
二
四
代
一
共
居
者
上
、
亦
不
レ
得
レ

計
。
従
レ
数
為
レ
義
。
又
一
玄
、
五
代
共
居
。
試
姓
同
レ
饗
也
。

川
向
学
令
3
釈
実
条
穴
記
所
引
（
四
四
六
頁
四
行
）

穴
云
。
明
衣
、
謂
、
泳
浴
衣
也
。
非
祭
服
一
也
。
具
一
格
後
勅
一
也
。
不
レ
依
レ
令
也
。

ω選
叙
A
H
ロ
考
満
応
叙
条
令
釈
所
引
（
四
八
二
頁
五
行
）



書
数
射
御
之
類
、
是
謂
・
異
才
一
。
格
後
勅
云
、
文
学
優
上
、
識
－
明
時
務
一
也
。

側
同
条
古
記
所
引
（
四
八
二
百
（
七
行
）

問
。
徳
行
与
高
行
其
別
若
為
。
答
。
徳
行
大
兼
之
名
、
高
行
細
別
之
名
也
。
格
後
称
、
行
師
一
曲
目
郭
＼
是
孝
行
也
。
或
尤
達
一
一

治
体
。
謂
、
能
知
・
時
律
、
理
整
所
部
－
也
。
一
云
、
如
・
塩
屋
判
事
・
智
判
事
等
一
之
類
也
。
格
後
勅
一
五
、
文
学
優
上
、
識
三
明

時
務
e

也。

的
考
課
令
印
一
最
以
上
条
穴
記
所
引
（
五
八
一
頁
六
行
）

善
最
之
外
、
別
有
レ
可
・
嘉
尚
。
謂
、
仮
、
格
後
勅
、
百
官
以
一
一
俸
料
一
充
用
軍
事
一
此
等
也
。

倒
同
条
古
記
所
引
（
五
八
一
頁
七
行
）

問
。
別
有
レ
可
嘉
尚
－
。
答
。
官
人
往
・
郷
裏
一
、
見
－
他
人
闘
打
・
能
捉
繋
、
以
送
ん
呂
可
4

之
類
。
一
案
、
格
後
勅
下
帳
十
四
巻

云
。
勅
旨
。
京
官
丈
武
玖
口
問
己
上
賞
作
試
侶
武
人
表
請
。
内
外
官
各
出
宣
月
俸
料
銭
｝
供
レ
筆
。
其
元
1
俸
料
－
、
請
准
4

J

住
例
｝
、

節
級
処
分
者
。
卿
等
情
切
奉
公
一
、
志
存
－
－
憂
国
一
。
請
卜
申
私
俸
一
、
式
助
中
軍
機
九
位
間
一
一
覧
所
一
レ
陳
、
深
以
嘉
尚
。
今
依
3

来
奏

一
、
以
遂
一
－
群
議
一
。
其
蕃
官
不
し
在
此
例
一
也
。

間
儀
制
令
幻
凶
服
不
入
条
古
記
所
引
（
七
二
四
頁
八
行
）

格
後
勅
、
起
家
。
謂
、
解
官
停
家
之
徒
、
召
起
補
任
是
也
。

側
公
式
令
印
奉
詔
勅
条
令
釈
所
引
（
八
九
三
貰
九
行
）

不
便
。
謂
、
格
後
勅
云
、
令
楊
州
造
：
甲
八
千
領
。
長
史
裏
懐
遠
奏
・
不
緋
之
状
・
。
是
。

ω同
条
古
記
所
引
（
八
九
四
頁
一
行
）

未
知
、
不
便
。
答
。
検
－
格
後
勅
文
一
、
勅
令
レ
造
・
甲
八
千
領
－
。
楊
州
事
長
史
裏
懐
遠
奏
4

4

不
排
之
状
－
之
類
。

「
令
集
解
』
諸
説
の
中
に
は
、
以
上
の
十
一
箇
所
、
逸
文
に
し
て

a
i
－
－
の
十
条
の
格
後
勅
の
引
用
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
格
後
勅

『
令
集
解
』
に
引
用
さ
れ
た
府
の
格
・
格
後
勅
に
つ
い
て



『
令
集
解
』
に
引
用
さ
れ
た
唐
の
格
・
格
後
勅
に
つ
い
て

四

は
い
っ
た
い
唐
の
ど
の
年
代
の
も
の
で
あ
る
う
か
。

ま
ず
外
面
的
な
特
徴
を
見
て
み
よ
う
。
唐
代
に
は
数
次
に
わ
た
っ
て
格
後
勅
と
呼
ば
れ
う
る
法
典
の
編
纂
が
行
な
わ
れ
て
い
説
。
し
か

し
、
右
に
並
べ
た
よ
う
に
、
逸
文
は
、
古
記
・
令
釈
・
穴
記
と
い
う
、
成
立
年
代
を
異
に
す
る
三
つ
の
注
釈
警
に
引
か
れ
て
い
る
に
も
拘

わ
ら
ず
、
す
べ
て
「
格
後
勅
」
と
い
う
呼
称
で
統
一
さ
れ
て
お
り
、
い
っ
た
い
唐
の
い
つ
の
時
代
の
格
後
勅
な
の
か
と
い
う
区
別
を
し
て

い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
古
記
・
令
釈
・
穴
記
の
引
く
格
後
勅
が
、
実
は
同
一
の
法
典
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
生
じ
る
。

こ
の
疑
い
を
更
に
強
め
る
の
は
、
令
釈
と
古
記
の
引
く
、
ま
た
は
穴
記
と
古
記
の
引
く
格
後
勅
が
同
一
条
文
で
あ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
前
者
の
例
と
し
て
、
同

g
と
附

g
、
側
j
と
側
j
が
挙
げ
ら
れ
、
後
者
の
例
と
し
て
、

m
h
と
附
h
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
あ
る
い
は
令
釈
・
穴
記
は
、
古
記
の
引
く
格
後
勅
を
孫
引
き
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
を
生
じ
さ
せ
る
。
し
か
し
、
逸
文
と

し
て
は
見
え
な
い
が
、
川
聞
は
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
ら
し
い
古
記
所
引
の
格
後
勅
が
見
あ
た
ら
な
い
の
で
、

ら
参
照
し
た
も
の
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。

一
応
穴
記
の
作
者
も
格
後
勅
を
自

き
て
、
格
後
勅
と
い
う
法
典
は
、
一
旦
編
纂
施
行
さ
れ
た
格
の
後
に
出
た
詔
勅
類
の
う
ち
、
重
要
で
常
用
な
い
し
長
行
す
べ
き
価
値
の

あ
る
も
の
を
あ
る
時
点
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、
格
後
勅
の
中
の
個
々
の
詔
勅
は
次
の
格
の
編
纂
の
際
に
取
捨
選
択
さ
れ
、
然
る
べ

き
も
の
は
格
に
収
め
ら
れ
る
と
い
う
経
過
を
た
ど
る
も
の
で
あ
る
。
幸
い
『
令
集
解
』
の
中
に
、
こ
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
が
あ

る
賦
役
令
口
孝
子
順
孫
条
の
令
釈
は
、
次
の
よ
う
な
「
開
一
克
格
」
を
引
用
し
て
い
る
（
四
一
二
頁
七
行
）
。

開
元
格
云
。
其
義
、
必
須
一
一
累
代
同
居
、
一
門
邑
嬉
。
尊
卑
有
レ
序
、
財
食
無
レ
私
、
遠
近
欽
承
、
州
閤
推
伏
一
。
州
県
親
加
－
一
按
験
＼

知
一
一
状
迩
殊
均
一
、
使
覆
開
ず
。
准
レ
令
申
奏
。
其
得
一
一
雄
表
一
者
、
孝
門
復
終
一
一
孝
子
之
身
一
也
。

こ
の
開
一
克
格
逸
文
は
、
先
の
格
後
勅
逸
文

ωeと
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
り
、
字
句
の
異
同
は
、
古
記
・
令
釈
が
そ
れ
ぞ
れ
格
後
勅
・
開
元

格
を
引
用
し
た
際
、
開
元
格
も
し
く
は
そ
れ
以
前
の
格
の
編
纂
の
際
、
あ
る
い
は
『
令
集
解
』
の
伝
写
の
際
に
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
一
日
。



こ
の
例
か
ら
、
格
後
勅
の
う
ち
重
要
な
も
の
は
、
次
に
格
が
編
纂
さ
れ
る
時
に
格
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
古
記
が
格
後
勅
か
ら
引
用
し
た
条
文
と
同
一
条
文
を
令
釈
が
開
元
格
か
ら
引
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
『
令
集
解
』
諸

説
の
引
用
す
る
格
後
勅
は
、
開
元
格
よ
り
も
前
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
し
か
し
、
ひ
と
く
ち
に
「
開
元
格
」
と
言
っ

て
も
、
開
元
年
間
に
は
開
元
三
年
・
七
年
・
二
五
年
の
三
度
に
わ
た
っ
て
格
が
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
令
釈
の
一
青
う
「
開
元
格
」
が
、
こ
の

う
ち
の
ど
れ
を
指
す
か
に
よ
っ
て
、
「
開
元
格
」
に
個
々
の
詔
勅
を
吸
収
さ
れ
た
格
後
勅
の
年
代
は
決
め
ら
れ
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
従
来
、
『
令
集
解
』
諸
説
に
引
用
さ
れ
た
格
後
勅
の
年
代
比
定
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の

こ
と
に
直
接
論
及
し
た
研
究
は
、
瀧
川
政
次
郎
氏
に
よ
る
も
の
の
み
で
あ
る
。
瀧
川
氏
の
見
解
を
、
本
稿
に
必
要
な
限
り
で
要
約
紹
介
す

る
と
、
次
の
よ
う
に
な
説
。

格
後
勅
の
編
纂
に
関
す
る
記
事
は
、
新
旧
両
唐
書
の
刑
法
志
、
芸
文
志
、
経
籍
志
に
見
え
て
お
り
、
ま
た
日
本
国
見
在
書
目
録
に
も

垂
挟
後
常
行
格
十
五
巻
、
格
後
勅
三
十
巻
、
長
行
勅
七
巻
の
名
が
見
え
て
い
る
。
『
令
集
解
』
に
見
え
る
格
後
勅
は
、
大
部
分
古
記
に

引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
格
後
勅
は
晩
く
と
も
古
記
の
成
っ
た
天
平
一
二
年
（
現
在
は
天
平
一

O
年
と
考
え
ら
れ
て
い
必
｜
｜
坂
上
）

に
当
た
る
開
元
二
八
年
以
前
に
一
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
上
述
の
理
由
か
ら
開
元
二
六
年
以
前
と
訂
さ
れ
る
｜
｜
坂

上
）
。
諸
史
料
に
見
え
る
格
後
勅
の
う
ち
、
こ
の
条
件
に
適
う
も
の
を
求
め
る
と
、
開
元
一
九
年
に
成
っ
た
格
後
長
行
勅
と
、
垂
挟
以

後
神
龍
以
前
に
成
っ
た
垂
挟
後
常
行
格
と
の
二
つ
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
開
元
の
格
後
勅
は
全
六
巻
よ
り
な
り
、
垂
挟
後

常
行
格
は
全
十
五
巻
か
ら
な
る
が
、
逸
文

e
h
に
よ
れ
ば
、
『
令
集
解
』
諸
説
に
引
用
さ
れ
た
格
後
勅
は
十
四
巻
以
上
か
ら
な
る
こ
と

が
明
ら
か
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
は
垂
挟
後
常
行
格
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

論
旨
の
展
開
は
極
め
て
明
快
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
指
摘
に
従
う
と
、
唐
の
法
典
を
『
令
集
解
』
諸
説
が
引
用
す
る
際
に
、
必
ず
し
も

舶
載
可
能
な
最
新
の
法
典
を
引
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

唐
の
法
典
は
、
原
則
的
に
は
遣
唐
使
に
よ
っ
て
舶
載
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
往
還
と
唐
に
お
け
る
法
典
編
纂
史
を
、
と
も
に
考

『
令
集
解
』
に
引
用
さ
れ
た
唐
の
格
・
格
後
勅
に
つ
い
て

五



「令集解』に引用された唐の格・格後勅について

唐の格・格後勅編纂 日本遺使 日本令編纂・その他

垂挟1(685) 垂挟格

701 大宝令施行

垂挟後常行格 702～4 第7次遣唐使

神龍1(705) 神龍散頒格

関元3(715) 関元（前）格

717～8 第8次遣唐使

閣元7(719) 開元（後）格

718もしくは721頃

養老令成立

調元19(731) 関元格後長行勅

733～6 第9次遣唐使

関元25(737) 関元（新）格

738 古記の成立

752～4 第10次遣唐使

757 養老令施行

令釈の成立

穴記の成立

『令集解』の成立

.J... ノ、

慮
に
入
れ
て
引
用
関
係
を
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
本
稿
の
叙
述
に
必
要
な
限
り

に
お
い
て
年
表
風
に
示
す
と
上
の
よ
う
に

な
る
。」
の
年
表
を
見
れ
ば
判
る
よ
う
に
、
唐

に
お
け
る
法
典
の
編
纂
と
遣
唐
使
の
往
還

と
の
み
か
ら
見
れ
ば
、
古
記
は
開
元
二
九

年
）
格
後
勅
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
た

筈
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
う
な
る
と
令
釈
の

引
い
た
先
掲
の
「
開
元
格
」
は
、
開
元

五
年
格
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
瀧
川
説
が
成
立
す
る
と
す

れ
ば
、
日
本
令
の
注
釈
者
は
異
様
に
古
い

格
後
勅
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
し

つ
ま
り
は
、
舶
載
可
能
な
唐
の
最
新
の
法

典
を
参
照
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
令
に
つ

い
て
の
私
見
と
符
節
合
致
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
し
か
し

か
か
る
こ
と
を
主
張
す



る
た
め
の
根
拠
が
巻
数
の
み
と
い
う
の
に
は

い
さ
さ
か
不
安
を
感
じ
ざ
る
を
え
な
ぺ
。
も
っ
と
他
の
論
拠
を
あ
げ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ

ろ、
7
か。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
逸
文
樹
h
・
側
j

・
ωg
・
ωeで
あ
る
。
ま
ず
逸
文
刷
h
に
つ
い
て
。
こ
の
格
後
勅
条
文
は
、
も
と
も
と
、

京
官
文
武
九
品
以
上
の
宮
人
一
二

O
二
人
が
、
軍
費
の
足
し
に
俸
料
の
十
分
の
一
を
供
出
せ
ん
こ
と
を
表
請
し
て
き
た
こ
と
を
受
け
て
発

せ
ら
れ
た
勅
旨
に
由
来
し
て
い
る
。
か
か
る
勅
旨
は
、
垂
挟
格
後
勅
に
入
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
か
、
開
一
万
格
後
勅
に
入
る
の
が
ふ
さ
わ
し

い
か
。
前
者
が
成
立
す
る
に
は
、
そ
の
勅
旨
が
垂
挟
元
i
神
龍
元
年
に
発
せ
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
後
者
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、

開
元
七

i
一
九
年
に
発
せ
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

唐
代
に
は
、
官
吏
の
俸
料
を
割
い
て
事
業
を
起
こ
す
こ
と
は
幾
つ
か
の
例
が
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
『
旧
唐
書
』
巻
四
高
宗
本
紀
上
龍

朔
三
年
（
六
六
三
）
二
月
丁
習
条
に
は
、

誠
一
一
京
官
一
月
俸
一
、
助
レ
修
一
一
蓬
莱
宮
一
。

と
見
え
る
し
、
同
巻
五
世
間
宗
本
紀
下
調
露
二
年
（
六
八

O
〉
二
月
壬
子
条
に
は
、

霊
王
元
軌
、
率
一
一
文
武
百
僚
二
議
下
出
一
一
一
月
俸
料
一
助
レ
軍
、
以
討
中
突
阪
上
。

と
見
え
る
。
こ
の
う
ち
調
露
二
年
の
記
事
は
、
ま
さ
に
格
後
勅
逸
文
附
h
と
内
容
的
に
一
致
す
る
が
、
し
か
し
こ
の
記
事
は
、
垂
挟
格
の

成
立
よ
り
五
年
も
前
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
垂
挟
格
後
勅
に
収
め
る
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。

一
方
、
『
唐
会
要
』
巻
九
一
内
外
官
料
銭
上
に
は
、
次
の
記
事
が
見
え
て
い
る
。

長
寿
三
年
（
六
九
四
）
三
月
、
豆
直
欽
望
請
一
下
轍
一
一
京
官
九
品
以
上
両
月
俸
物
＼
以
助
上
レ
軍
。
左
拾
遺
王
永
札
奏
日
。
陛
下
富
有
一
一
四

海
一
、
足
三
以
儲
二
畜
軍
国
之
用
一
。
何
籍
一
一
貫
京
官
九
品
俸
一
、
而
令
一
－
一
欽
望
欺
ニ
奪
之
一
。
臣
切
不
レ
取
。
欽
望
執
目
。
秦
漢
皆
有
一
一
税
算
一
、

以
謄
レ
筆
。
永
礼
不
レ
識
二
大
体
一
、
妄
有
一
一
争
議
一
。
永
札
日
。
秦
皇
漢
武
税
一
一
天
下
一
、
使
一
一
空
虚
以
事
一
レ
辺
。
奈
一
一
一
何
使
二
聖
朝
倣
習
一

也
。
不
レ
知
、
欽
望
此
言
、
是
識
－
一
大
体
一
耶
。
遂
寝
不
レ
行
。

『
令
集
解
』
に
引
用
さ
れ
た
唐
の
格
・
格
後
勅
に
つ
い
て

七



『
令
集
解
』
に
引
用
さ
れ
た
唐
の
格
・
格
後
勅
に
つ
い
て

八

こ
れ
も
官
吏
の
月
俸
を
削
っ
て
軍
費
に
充
て
よ
う
と
し
た
際
の
記
事
で
あ
る
が
、
こ
の
時
に
は
結
局
こ
の
案
は
却
下
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
逸
文
倒
h
の
場
合
は
、
内
外
官
の
一
ヶ
月
分
の
俸
料
を
削
減
す
る
こ
と
を
、
文
武
京
官
二
一

O
二
人
が
表
請
し
て
い
る
の
に
対
し
、

長
寿
三
年
の
場
合
は
、
京
官
の
二
ヶ
月
分
の
俸
料
を
削
減
す
る
こ
と
を
、
豆
虚
欽
望
が
請
う
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ
り
、
格
後
勅
逸
文

の
勅
旨
が
長
寿
三
年
三
月
の
記
事
に
関
係
が
あ
る
と
す
る
の
は
、
や
は
り
無
理
が
大
き
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
資
治
通
鑑
』
巻
二

O

六
神
功
元
年
（
高
歳
通
天
二
年
、
六
九
七
）
五
月
紀
に
も
、

発
レ
兵
討
－
一
契
丹
一
、
勅
一
一
京
官
＼
出
二
馬
一
匹
一
供
レ
軍
、
酬
以
一
一
五
品
一
。

と
あ
る
よ
う
に
、
格
後
勅
逸
文
刷
h
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
軍
事
的
緊
張
に
伴
な
う
俸
料
削
減
問
題
は
、
垂
挟
四
年
（
六
八
八
）
一
二
月
の
対

吐
蕃
進
攻
計
画
、
も
し
く
は
高
歳
通
天
元
年
（
六
九
六
）
五
月
i
神
功
元
年
（
六
九
七
）
五
月
の
対
契
丹
戦
の
頃
、
す
な
わ
ち
垂
挟
1
神
龍

年
聞
の
方
が
、
世
に
開
元
の
治
と
呼
ば
れ
る
開
元
七

i
一
九
年
よ
り
は
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
と
は
言
え
よ
う
。
但
し
、
開
元
一
四
年
、

一
七
年
に
も
対
吐
蕃
戦
の
こ
と
が
史
料
に
見
え
、
ま
た
開
元
一
八
年
に
も
対
契
丹
戦
の
こ
と
が
あ
り
、
明
証
は
無
い
が
開
元
年
間
に
俸
料

を
供
軍
す
る
こ
と
が
全
く
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
と
も
言
え
な
ほ
。

こ
の
よ
う
に
、
逸
文
倒
h
の
年
代
比
定
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
垂
挟
格
後
勅
説
に
有
利
か
と
思
わ
れ
る
程
度
の
結
論
し
か
出
せ
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
逸
文
側
j
の
方
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
格
後
勅
逸
文
で
年
代
比
定
の
決
め
手
と
な
る
の
は
、
裏
懐
遠
と
い
う
人
名
、

そ
し
て
彼
が
楊
州
都
督
府
の
長
史
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
裏
懐
遠
と
は
ど
う
い
う
人
物
か
。
試
み
に
『
唐
五
代
人
物
伝
記
資

料
綜
合
索
鴨
』
を
繰
っ
て
み
て
も
、
か
か
る
人
名
は
見
出
せ
な
い
。
そ
も
そ
も
中
国
に
は
裏
と
い
う
姓
は
無
い
。
従
つ
て
な
ん
ら
か
の
誤

写
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
い
き
さ
さ
か
手
聞
は
か
か
る
が
、
懐
遠
と
い
う
名
を
同
書
の
中
に
捜
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
唯
一
李
懐
遠
と
い

う
人
物
を
探
し
得
た
に
と
ま
ど
っ
た
。

李
懐
遠
の
伝
は
、
『
旧
唐
書
』
巻
九

O
、
『
新
唐
書
』
巻
一
一
占
ハ
に
見
え
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
『
旧
唐
書
』
か
ら
引
用
し
て
お
く
。

李
懐
遠
、
部
州
相
仁
人
也
。
早
孤
貧
好
レ
学
、
普
属
レ
文
。
（
中
略
）
未
レ
幾
、
応
一
一
四
科
挙
一
擢
レ
第
、
累
除
二
司
札
少
卿
一
。
出
為
二
部
州



刺
史
一
、
以
二
其
本
郷
一
、
固
辞
不
レ
就
、
改
授
一
一
葉
州
刺
史
一
。
俄
歴
ニ
揚
・
益
等
州
大
都
督
府
長
史
一
、
未
レ
行
、
又
授
一
一
同
州
刺
史
一
。

在
レ
職
以
－
一
清
筒
一
称
。
入
為
一
一
太
子
左
庶
子
＼
兼
二
太
子
賓
客
一
、
歴
二
選
右
散
騎
常
侍
・
春
宮
侍
郎
一
、
大
足
年
、
酒
場
一
一
驚
台
侍
郎
一
、

尋
問
鳳
閣
鷺
台
平
章
事
。
（
下
略
）

今
こ
こ
に
彼
が
宰
相
に
到
る
ま
で
の
履
歴
を
示
し
て
み
た
。
李
懐
遼
は
確
か
に
楊
州
都
督
府
長
史
の
官
に
就
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
残

念
な
が
ら
そ
れ
が
い
つ
で
あ
っ
た
か
は
確
定
で
き
な
い
が
、
場
州
大
都
督
府
長
史
に
な
る
以
前
に
李
懐
遠
が
任
ぜ
ら
れ
た
司
礼
少
卿
と
は
、

光
宅
元
年
（
六
八
四
）

i
神
龍
元
年
（
七
O
五
）
の
聞
の
太
常
少
卿
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
大
足
年
（
七
O
O）
に
は
彼
は
黄
門
侍
郎
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
が
楊
州
大
都
督
府
長
史
で
あ
っ
た
の
は
、
光
宅
充
年
以
降
大
足
年
以
前
（
六
八
四
i
七
O
O年
）
と
推
考
さ

れ
る
。
李
と
裏
と
は
、
「
広
韻
』
で
は
と
も
に
良
士
切
だ
か
ら
、
姓
が
音
通
、
名
が
同
て
し
か
も
楊
州
（
大
都
督
府
）
長
史
と
い
う
官
歴

を
同
じ
く
す
る
点
か
ら
考
え
て
、
格
後
勅
逸
文
川
j
に
見
え
る
裏
懐
遠
は
、
後
の
贈
侍
中
越
郡
公
李
懐
遠
そ
の
人
で
あ
る
可
能
性
が
大
き

い
。
も
し
こ
の
推
論
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
楊
州
長
史
時
代
の
彼
の
奏
状
に
つ
い
て
の
勅
令
を
収
め
た
格
後
勅
は
、
開
元
七
年
格
施
行

後
に
出
さ
れ
た
勅
を
収
め
た
開
一
万
一
九
年
の
格
後
長
行
勅
で
は
あ
り
え
ず
、
垂
挟
格
後
勅
で
あ
る
こ
と
が
確
定
で
き
る
。

更
に
蛇
足
を
付
加
え
る
な
ら
ば
、
格
後
勅
逸
文
仰
j
に
は
、
楊
州
に
甲
八
千
領
を
造
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
見
え
る
が
、
こ
れ

は
先
に
逸
文
倒
h
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
と
同
様
に
軍
事
的
な
緊
張
状
態
を
あ
ら
わ
し
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
も
開
元
格
後
勅
よ
り
は
垂

挟
格
後
勅
の
方
の
可
能
性
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
逸
文

ωb－
meを
採
り
上
げ
よ
う
。
格
後
勅
逸
文

ωbは
、
令
釈
に
「
開
元
格
」
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
勅
と
同
一
内
容

の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
先
述
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
格
後
勅
、
開
一
巧
格
逸
文
に
は
、
更
に
関
連
史
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
敦
健
発
見

開
一
万
戸
部
格
断
簡
（
丘
一
三
四
四
）
に
含
ま
れ
て
い
る
誼
聖
元
年
（
六
九
五
）
四
月
九
日
勅
で
あ
説
。

勅
。
孝
義
之
家
、
事
須
一
一
旋
表
一
。
翌
何
一
一
虚
濫
一
、
不
レ
可
一
一
裏
称
。

B

期
戦
必
舛
五
齢
制
可

d
割
削
川
泌
縦
割
時
封
射
用

吋
副
長
長
察
側
1
E
義
災
対
側
同
尉
J
民
樹
卓
宗
味
、
話
鮒
M
4脳
懇
心
部
勾
州

「
令
集
解
』
に
引
用
さ
れ
た
唐
の
格
・
格
後
勅
に
つ
い
て

九



『
令
集
解
』
に
引
用
さ
れ
た
唐
の
格
・
格
後
勅
に
つ
い
て

。

県
親
加
一
一
案
験
一
、
知
一
一
状
迩
殊
尤
一
、
使
覆
同
者
、
准
レ
令
申
奏
。
其
得
一
一
雄
表
一
者
、
孝
門
復
終
一
一
孝
子
之
身
一
、
義
門
復
終
一
一
雄
表
時

間
籍
人
身
一
。
伯
令
＝
一
所
管
長
官
以
下
、
及
郷
村
等
、
毎
加
ニ
訪
察
二
其
孝
義
人
、
如
中
間
有
下
声
実
事
違
、
不
レ
依
一
一
格
文
一
者
上
、
随

レ
事
挙
正
。
若
容
隠
不
レ
言
、
或
検
覆
失
レ
実
。
弁
妄
有
一
一
申
請
者
＼
里
正
村
正
坊
正
及
同
検
人
等
、
各
決
杖
六
十
。
所
由
官
与
二
下
考

こ
の
勅
を
含
む
断
簡
を
開
元
戸
部
格
断
簡
と
断
じ
た
の
は
仁
井
田
陸
氏
で
あ
っ
た
料
、
こ
の
断
簡
に
含
ま
れ
て
い
る
勅
の
年
紀
よ
り
見

て
、
こ
れ
は
開
元
三
年
戸
部
格
の
断
筒
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
活
。
そ
し
て
お
に
示
し
た
開
元
年
三
年
格
所
収
誼
聖
元
四
月
九
日
勅
の
波
線

B
は
先
の
古
記
所
引
格
後
勅
逸
文

ωbに
、
波
線
E
は
同
じ
く

ωeに
、
そ
し
て
傍
線
部
分
は
令
釈
所
引
開
元
格
逸
文
に
合
致
す
る
。
と

す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
史
料
の
年
代
か
ら
見
て
、
誼
聖
元
年
四
月
九
日
勅
は
、
後
に
開
元
三
年
格
に
収
め
ら
れ
、
令
釈
は
開
元
三
年

も
し
く
は
そ
れ
以
後
の
開
元
格
か
ら
誼
聖
元
年
勅
に
由
来
す
る
格
文
を
引
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
こ
の
間
に
あ
っ
て
誼
聖
元
年
勅
が

格
後
勅
に
収
め
も
れ
る
機
会
は
、
垂
挟
格
後
勅
編
纂
の
際
し
か
無
い
か
ら
、
古
記
所
引
の
格
後
勅
逸
文

ωb・
ゆ

e
は
垂
挟
格
後
勅
と
確

か
め
ら
れ
る
。
更
に
こ
の
史
料
に
よ
り
、
垂
供
格
後
勅
は
、
誼
聖
元
年
（
六
九
五
）
以
後
、
神
龍
元
年
（
七
O
五
）
以
前
の
成
立
で
あ
る
こ

と
も
判
る
。

以
上
、
『
令
集
解
』
諸
説
所
引
格
後
勅
逸
文
四
条
の
内
容
か
ら
、
そ
の
年
代
比
定
を
試
み
た
結
果
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
開
元
一
九
年
格
後

勅
に
非
ず
し
て
、
垂
挟
格
後
勅
の
逸
文
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
た
と
思
う
。

格

『
令
集
解
』
諸
説
は
唐
の
格
を
も
引
用
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
列
挙
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

仙
賦
役
令
口
孝
子
順
孫
条
令
釈
所
引
開
元
格
（
四
一
二
頁
七
行
）



（
前
掲
。
四
頁

間
選
叙
令
却
官
人
至
任
条
穴
記
所
引
吏
部
格
（
四
九
五
頁
一
行
）

職
制
律
貢
挙
。
吏
部
格
。
官
人
有
ト
犯
二
臓
賄
名
教
一
者
上
、
即
与
替
。
又
条
、
内
外
官
令
二
与
替
一
者
、
勅
到
之
日
即
停
一
一
理
務
一
。
此

格
、
述
二
令
心
一
敏
以
不
。
答
。
称
一
一
官
人
一
、
京
外
官
並
向
。
番
上
亦
有
一
一
印
文
一
也
。

帥
儀
制
令
幻
内
外
官
入
条
或
云
（
在
穴
）
所
引
刑
部
格
（
七
二
六
頁
八
行
）

刑
部
格
云
。
内
外
官
人
、
有
下
侍
一
一
其
班
口
問
一
、
故
違
一
一
憲
法
一
者
上
、
文
武
職
事
六
口
問
巳
下
、
勲
官
二
品
己
下
、
量
レ
情
決
杖
。
仇
不
レ
得

レ
過
一
一
六
十
一
。
若
長
官
五
、
聴
下
通
判
官
応
一
致
敬
一
者
決
上
。
其
徒
以
上
、
依
二
常
法
一
。
今
案
一
一
此
格
一
、
本
犯
杖
一
百
、
量
レ
情
決

杖
六
十
。
然
則
於
〔
脱
文
カ
〕
レ
杭

帥
同
条
古
記
所
引
垂
扶
格
（
七
二
七
頁
二
行
）

量
レ
情
決
答
、
謂
、
不
レ
得
レ
聴
レ
賠
、
唯
得
一
一
従
減
一
也
。
一
云
。
百
杖
以
下
犯
者
、
量
レ
情
答
五
十
以
下
決
耳
。
造
罪
不
レ
可
レ
論
。

案
二
勅
断
条
井
垂
挟
格
一
可
レ
知
。

こ
れ
ら
の
唐
格
逸
文
の
年
代
比
定
に
関
す
る
最
も
早
い
論
及
も
瀧
川
政
次
郎
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
氏
は
逸
文
凶
に
よ
っ
て
逸
文
仰

は
垂
挟
格
で
あ
る
と
断
ヒ
、
逸
文
聞
も
恐
ら
く
は
垂
挟
格
か
と
し
た
。
一
方
、
逸
文
仰
の
開
一
元
格
に
つ
い
て
は
、
開
元
前
・
後
・
新
格
の

い
ず
れ
か
判
定
で
き
な
い
と
し
て
い
針
。
更
に
瀧
川
氏
は
、
逸
文
側
－

M
を
用
い
て
注
目
す
べ
き
提
唱
も
し
て
い
る
。
即
ち
養
老
儀
制
令

お
内
外
官
人
条
は
、
逸
文
仰
に
見
ら
れ
る
刑
部
格
に
よ
っ
て
文
を
為
し
た
こ
と
は
疑
い
の
余
地
な
く
、
こ
の
刑
部
格
は
逸
文
帥
に
よ
っ
て

垂
扶
の
刑
部
格
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
大
宝
令
は
垂
挟
の
格
を
も
藍
本
と
し
た
と
す
る
の
で
あ
説
。
と
の
主
張
は
後
に
川
北
靖
之
氏
に
よ

っ
て
継
承
さ
れ
て
い
針
。

筆
者
は
か
つ
て
、
本
稿
冒
頭
に
の
ぺ
た
よ
う
に
、
垂
挟
令
は
『
令
集
解
』
の
中
で
は
「
唐
令
」
概
念
の
中
に
含
ま
れ
、
「
本
令
」
概
念
の

中
に
は
入
ら
な
い
、
「
本
令
」
と
は
大
宝
令
の
藍
本
で
あ
り
、
「
唐
令
」
と
は
養
老
令
編
纂
の
際
に
新
た
に
参
照
さ
れ
た
唐
の
令
で
あ
る
と

「
令
集
解
』
に
引
用
き
れ
た
唐
の
格
・
格
後
勅
に
つ
い
て



『
令
集
解
』
に
引
用
さ
れ
た
唐
の
格
・
格
後
勅
に
つ
い
て

考
え
た
。
ま
た
、
昨
年
発
表
し
た
「
敦
燈
発
見
唐
律
断
簡
（
R
三
六
O
八－

R
三
二
五
二
）
と
大
宝
衛
」
と
題
す
る
小
稿
に
お
い
て
、
大
宝

律
の
藍
本
の
一
つ
に
垂
挟
律
を
考
え
よ
う
と
す
る
説
は
、
今
の
と
こ
ろ
成
立
し
て
い
な
い
と
し
た
。
し
か
し
、
も
し
も
瀧
川
・
川
北
両
氏

説
の
よ
う
に
垂
挟
格
が
大
宝
令
の
藍
本
の
一
つ
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
垂
挟
律
令
も
、
大
宝
令
編
纂
の
際
に
参
照
さ
れ
た
可
能
性
を
否
定
で

き
な
い
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
垂
挟
令
も
「
本
令
」
の
中
に
入
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
の
に
そ
う
な
っ
て
い
な
い
の
は
何
故
か
、
と
い
う

疑
問
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
し
、
大
宝
律
の
藍
本
の
一
つ
に
垂
扶
律
を
想
定
す
る
説
も
有
力
な
傍
証
を
得
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

で
は
、
果
た
し
て
瀧
川
・
川
北
両
氏
の
説
は
成
立
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
私
見
で
は
こ
の
説
は
成
立
し
難
い
よ
う
に
思
う
。
理
由
は
格

逸
文
の
呼
称
に
あ
る
。

垂
挟
格
の
成
立
し
た
垂
挟
元
年
（
六
八
五
）
の
前
年
に
当
た
る
光
宅
元
年
（
六
八
四
）
、
則
天
武
后
は
諸
官
司
の
呼
称
を
一
斉
に
変
え
、
吏

部
は
天
官
、
刑
部
は
秋
官
と
な
っ
た
。
従
っ
て
垂
挟
格
に
お
い
て
は
、
吏
部
格
・
刑
部
格
と
は
言
わ
ず
、
天
官
格
・
秋
官
格
と
言
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
既
に
早
く
中
田
薫
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
氏
は
こ
の
こ
と
か
ら
当
該
両
格
を
開
元
格
と
見
て
い
的
。

も
っ
と
も
、
官
司
名
の
変
更
が
、
律
令
格
式
の
条
文
に
完
全
に
反
映
さ
れ
た
か
ど
う
か
、
全
く
疑
問
が
無
い
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
、

少
な
く
と
も
垂
挟
令
に
お
い
て
は
、
光
宅
元
年
改
称
後
の
官
可
名
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
儀
制
令
お
内
外
官
人
条
令
釈
所
引
の
次

の
「
唐
令
」
逸
文
（
七
二
八
頁
四
行
）
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

又
条
云
。
其
准
レ
品
応
ニ
致
敬
一
、
而
非
一
一
統
属
一
者
、
則
不
レ
拝
。
注
云
。
謂
、
文
昌
都
事
於
一
一
諸
司
郎
中
＼
殿
中
主
事
於
二
諸
局
直
長

一
之
類
。
（
下
略
）

尚
書
省
は
、
光
宅
元
年
（
六
八
四
）
以
後
神
龍
元
年
（
七
O
五
）
ま
で
、
文
昌
台
と
改
称
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
「
唐
令
」
は
垂

挟
令
（
六
八
五
年
）
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
吋
。
こ
の
よ
う
に
、
垂
挟
令
で
光
宅
元
年
改
称
後
の
官
司
名
を
用
い
て
い
る
以
上
は
、
垂
挟
格

に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
筈
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
垂
挟
格
に
は
、
刑
部
格
・
吏
部
格
と
い
う
編
目
名
は
存
在
し
え
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
ら
ば
、
先
の
刑
部
格
（
逸
文
側
）
、
吏
部
格
（
逸
文
側
）
は
、
い
っ
た
い
唐
の
何
年
度
の
格
逸
文
で
あ
ろ
う
か
。
幸
い
刑
部
格
に
闘
し



て
は
、
年
代
比
定
の
手
懸
り
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
大
宝
・
養
老
の
儀
制
令
幻
内
外
官
人
条
お
よ
び
神
龍
散
頒
格
で
あ
る
。

〔
養
老
儀
制
令
お
内
外
官
人
条
〕
（
復
原
で
き
る
大
宝
令
の
字
句
に
は
O
印
を
付
村
）

凡
内
外
官
人
、
有
f
侍
一
一
其
位
蔭
一
故
違
二
憲
法
一
者
上
、
六
位
以
下
及
勲
七
等
以
下
、
宜
レ
聴
ニ
量
レ
情
決
笹
一
。
若
長
官
無
、
聴
下
次
官
応
一
一

致
敬
一
者
決
」
。
其
諸
司
判
官
以
上
及
判
事
・
弾
正
巡
察
・
内
舎
人
・
大
学
諸
博
士
・
文
学
等
、
不
レ
在
二
決
答
之
限
一
。

〔
神
龍
散
頒
刑
部
劇
〕
（
儀
制
令
お
内
外
官
人
条
或
云
（
在
穴
）
所
引
刑
部
格
と
の
異
同
を
付
す
。

O
印
は
両
者
同
字
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
異
な
る

場
合
に
は
〔
〕
内
に
記
す
）

（
上
略
）
野
市
附
作
子
ん
、
ム
十
」
川
二
t
p
h

掛
〔
拠
一
、
怯
〔
机
仙
情
ぬ
可
レ
殻
争
上
、
・
わ
4
W
〔
職
事
〕
わ
か
民
下
、
動
宇
一
。
一
骨
〔
随
一
ド
、
弁
蔭
人
、
並
聴
一
一
回
配
レ

情
決
杖
一
。
何
不
レ
得
レ
過
一
一
六
十
一
。
若
長
官
無
、
聴
下
通
判
官
応
二
致
敬
一
者
決
上
。
薙
洛
寄
住
、
及
訴
競
人
、
亦
准
レ
此
。
其
清
官
、

弁
国
子
助
教
・
大
学
四
門
博
士
、
及
副
二
通
判
官
・
録
事
参
軍
・
県
令
・
折
衝
府
司
馬
、
各
於
一
一
本
任
長
官
一
、
並
不
レ
得
一
一
決
限
一
。

〔
民
位
以

1
依
市
法
】

計
四
つ
の
条
文
を
比
較
し
て
気
付
か
れ
る
の
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

〔1
〕
養
老
令
の
「
違
憲
法
」
と
い
う
表
現
は
、
穴
記
に
あ
る
或
云
所
引
の
刑
部
格
と
は
合
致
す
る
が
、
神
龍
散
頒
格
と
は
異
な
る
。

〔2
〕
大
宝
・
養
老
令
に
は
存
在
し
た
、
決
罰
し
て
は
な
ら
な
い
例
外
的
な
官
職
の
列
記
は
、
神
龍
散
頒
格
に
は
あ
る
が
、
穴
記
に
あ
る

或
云
所
引
の
刑
部
格
に
は
無
い
。

〔3
〕
穴
記
に
あ
る
或
云
所
引
の
刑
部
格
の
末
尾
に
あ
る
「
其
徒
以
上
依
常
法
」
の
文
は
、
神
龍
散
頒
格
や
養
老
令
に
は
存
在
し
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
、
穴
記
に
あ
る
或
云
所
引
刑
部
格
の
年
代
比
定
と
し
て
は
、
そ
の
有
力
候
補
に
永
徽
格
・
開
一
元
三
年
格
・
開
元

七
年
格
・
開
元
二
五
年
格
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
垂
挟
格
は
、
先
に
述
べ
た
よ
、
7
に
官
苛
名
の
相
違
に
よ
っ
て
候
補
か
ら
外
さ
れ
、

神
龍
格
は
、
〔
1
〕
に
よ
っ
て
外
さ
れ
る
。
上
貝
観
格
は
や
や
古
き
に
す
ぎ
る
し
、
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
に
は
、
永
徽
・
垂
挟
・
開
元
三

年
・
同
七
年
・
同
二
五
年
の
格
し
か
見
え
て
い
な
い
か
民
、
貞
観
格
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
は
無
か
ろ
う
。

「

A
n
集
解
』
に
引
用
さ
れ
た
唐
の
格
・
格
後
勅
に
つ
い
て



『
令
集
解
』
に
引
用
さ
れ
た
屑
の
格
・
格
後
勅
に
つ
い
て

四

さ
て
、

ま
ず
〔
2
〕
に
つ
い
て
。
断
片
的
で
は
あ
る
が
、
大
宝
令
に
も
除
外
規
定
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
う
す
る

と
、
舶
載
の
可
能
性
の
面
か
ら
考
、
え
る
と
永
徽
格
に
も
、
多
少
の
異
同
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
る
ι

永
徽
、

神
龍
の
両
格
に
存
在
し
た
こ
の
規
定
を
、
開
元
三
年
以
降
省
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
き
し
た
る
理
由
は
考
え
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
唐
代
の

格
を
通
じ
て
除
外
規
定
は
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
穴
記
に
あ
る
或
云
の
筆
者
が
刑
部
格
を
引
用
す
る
際
、
除
外
規
定
全
文

を
省
略
し
た
可
能
性
が
大
き
い
。
〔
2
〕
は
年
代
比
定
の
決
め
手
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
〔
1
〕
に
つ
い
て
。
大
宝
令
文
が
不
明
な
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
養
老
令
で
は
「
違
憲
法
」
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
「
違
憲
法
」

一
方
、
神
龍
格
で
は
「
犯
情
状
可
責
」
な
の
だ
か
ら
、
よ
ほ
ど
複

と
す
る
格
文
が
、
開
一
万
三
年
以
前
の
格
に
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
。

雑
な
変
遷
を
考
え
な
い
限
り
、
次
の
両
様
の
考
え
方
が
で
き
る
。

（A
）
神
龍
格
以
前
は
「
犯
情
状
可
責
」
、
開
元
三
年
格
は
「
違
憲
法
」
で
あ
り
、
養
老
令
は
開
元
二
一
年
格
に
拠
っ
た
。
こ
の
場
合
、
穴
記
に

あ
る
或
云
所
引
の
刑
部
格
は
、
開
元
年
聞
の
格
と
な
る
。

（B
）
神
龍
格
以
後
は
「
犯
情
状
可
責
」
で
あ
り
、
永
徽
格
は
「
違
憲
法
」
で
あ
っ
て
、
養
老
令
は
、
直
接
永
徽
格
に
拠
っ
た
か
、
永
徽
格

に
拠
っ
た
大
宝
令
を
継
承
し
た
。
こ
の
場
合
穴
記
に
あ
る
或
云
所
引
の
刑
部
格
は
永
徽
格
と
な
る
。

こ
の
こ
つ
の
可
能
性
の
う
ち
、
ど
ち
ら
を
採
る
べ
き
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
（
A
）
案
の
方
に
分
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

穴
記
に
あ
る
或
云
所
引
の
刑
部
格
に
お
い
て
も
、
神
龍
格
に
お
い
て
も
、
文
武
（
職
事
）
六
品
以
下
と
勲
官
二
品
以
下
と
が
同
等
の
扱
い
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
勲
官
の
個
値
を
著
し
く
低
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
養
老
令
で
六

位
以
下
と
勲
七
等
（
正
六
位
下
に
比
当
）
以
下
と
を
同
等
に
扱
う
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
の
と
は
大
い
に
異
な
る
。
し
か
し
て
、
か
か
る
唐

に
お
け
る
勲
官
の
冷
遇
は
、
高
宗
の
威
亨
年
間
頃
か
ら
始
ま
っ
た
可
能
性
が
大
き
吋
。
格
後
勅
逸
文
の
と
こ
ろ
で
触
れ
た
よ
う
な
軍
事
的

こ
の
穴
記
に
あ
る
或
云
所
引
刑
部
格
逸
文
は
、
永
徽
格
と
は
考
え
に

緊
張
が
、

勲
宮
濫
授
を
も
た
‘
り
し
た
主
因
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、

く
い
こ
と
に
な
る
。



以
上
一
の
検
討
に
よ
っ
て
、
穴
記
に
あ
る
或
云
所
引
刑
部
格
逸
文
は
、
開
一
万
一
二
・
七
・
二
五
年
の
い
ず
れ
か
の
格
の
逸
文
で
あ
る
こ
と
が

確
か
め
ら
れ
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
三
つ
の
格
の
う
ち
の
ど
れ
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
先
に
相
違
点
の
〔
3
〕
と
し
て
挙
げ
た
、
穴
記
に
あ
る
或
云
所
引
刑
部
格
の
末
尾
の
一
文
「
其
徒
以
上
依

常
法
」
の
存
在
で
あ
る
。
養
老
令
に
は
こ
の
一
文
が
無
い
。
し
か
ら
ば
、
こ
の
一
文
は
、
養
老
令
編
纂
の
際
に
参
照
し
得
た
開
元
三
年
格

に
は
無
く
、
開
一
万
七
年
以
後
の
格
で
付
加
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
穴
記
に
あ
る
或
云
所
引
刑
部
格
は
、
開
一
万
七
年
も

し
く
は
こ
五
年
の
格
と
一
一
一
日
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
実
は
、
こ
う
限
定
す
る
の
に
は
や
や
無
理
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
唐
格
逸
文
仰
に
、

「
（
古
記
二
云
。
百
杖
以
下
、
犯
者
量
レ
情
、
答
五
十
以
下
決
耳
。
造
罪
不
レ
可
レ
論
。
案
一
一
勅
断
条
井
垂
挟
格
一
可
レ
知
」
と
あ
る
が
、
こ
の

古
記
一
云
は
、
「
量
レ
情
決
答
。
謂
、
不
レ
得
レ
聴
レ
蹟
。
唯
得
二
従
減
一
也
」
と
い
う
古
記
本
文
に
対
し
て
、
犯
し
た
罪
が
も
と
も
と
百
杖
以

下
に
当
た
る
も
の
に
限
ら
れ
る
と
し
た
点
左
、
造
意
か
随
従
か
の
区
別
（
養
老
名
例
律
的
悩
共
犯
罪
条
）
を
適
用
し
な
い
、
即
ち
従
坐
減
法
を

適
用
し
な
い
と
い
う
こ
点
に
お
い
て
異
を
唱
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
論
拠
に
、
勅
断
条
と
垂
挟
格
と
を
あ
げ
る
の
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
言
、
7
勅
断
条
と
は
、
養
老
考
課
令
臼
宮
人
犯
罪
斜
に
当
た
る
大
宝
考
仕
令
条
文
を
指
し
、
か
っ
そ
の
条
文
が
ほ
ぼ
養
老
令
文

と
同
内
容
で
あ
っ
た
と
仮
定
し
た
場
併
、
先
の
解
釈
の
論
拠
と
な
る
規
定
は
、
「
本
犯
私
罪
、
断
徒
以
上
、
蒙
一
一
恩
免
一
、
当
年
考
応
レ
居
レ
上

者
、
亦
准
ι
殿
降
。
唯
不
レ
得
一
－
降
至
：
下
第
一
」
と
い
う
養
老
令
の
本
注
に
対
応
す
る
大
宝
令
文
で
、
こ
れ
は
徒
以
上
は
厳
格
に
扱
う
と
い

う
こ
と
は
定
め
て
い
る
が
、
儀
制
令
お
条
の
適
用
さ
れ
る
犯
罪
の
上
限
を
云
々
す
る
際
の
直
接
の
論
拠
と
す
る
の
は
、
や
や
む
ず
か
し
い

よ
う
に
思
う
。
む
し
ろ
、
後
の
刑
部
格
に
「
其
徒
以
上
依
4
4商
法
－
」
と
い
う
規
定
が
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
垂
挟
格
の
方
に
「
百

杖
以
下
」
を
直
接
導
き
出
せ
る
規
定
が
あ
っ
た
と
す
る
可
能
性
の
方
が
大
き
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
う
考
え
る
と
従
坐
減
法
を
適
用

こ
の
部
分
は
大
宝
勅
断
条
に
も
垂
挟
格
に
も
根
拠
は
無
く
、
古
記
一
云
の
独

せ
ず
と
い
う
解
釈
の
根
拠
は
判
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
が
、

自
の
判
断
な
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
垂
挟
格
に
も
存
在
し
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
「
其
徒
以
上
依
常
法
」
と
同
趣
旨
の
条
文
が
、
神
龍
散
頒
格
に
見
え
な
い

「
令
集
解
」
に
引
用
さ
れ
た
唐
の
格
・
格
後
勅
に
つ
い
て

五



『
令
集
解
』
に
引
用
さ
れ
た
唐
の
格
・
格
後
勅
に
つ
い
て

ム
ノ、

の
が
何
故
か
は
判
ら
な
い
が
、
開
元
七
年
以
降
に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
一
文
と
い
う
の
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
開
元
三
年
格
に
も
こ
れ
が

存
し
て
い
な
が
ら
、
養
老
令
は
そ
れ
を
採
ら
な
か
っ
た
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
局
〔
3
〕
に
よ
っ
て
は
、
逸
文
が
開
元

何
年
度
の
格
か
を
見
分
け
る
の
は
困
難
と
蓄
え
よ
う
。

か
く
し
て
逸
文
仰
・
仰
は
と
も
に
開
元
年
聞
の
格
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
敢
え
て
そ
の
年
代
を
詰
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、

『
日
本
間
見
在
書
目
録
」
に
お
い
て
「
開
元
格
」
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
開
元
三
年
格
で
あ
る
こ
岳
、
ま
た
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
養
老

令
が
開
元
三
年
格
に
よ
り
字
句
を
改
め
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
よ
り
み
て
、
と
も
に
開
元
三
年
格
の
逸
文
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
よ
う

に
思
、
フ
。

お
わ
り
に

本
稿
で
行
な
っ
た
、
『
令
集
解
』
諸
説
に
引
用
さ
れ
た
唐
の
格
・
格
後
勅
の
年
代
比
定
の
結
果
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

古
記
は
、
垂
挟
格
お
よ
び
垂
挟
格
後
勅
の
み
を
参
照
・
引
用
し
て
い
る
が
、
令
釈
・
穴
記
は
、
垂
挟
格
後
勅
（
但
し
大
半
は
古
記
か

ら
の
孫
引
き
）
の
ほ
か
に
、
開
元
格
（
三
年
格
の
可
能
性
が
大
き
い
）
を
参
照
・
引
用
し
て
い
る
。

以
下
、
こ
の
結
論
を
も
と
に
し
て
、
二
点
ば
か
り
付
言
を
し
て
お
く
。

ま
ず
、
古
記
の
作
者
の
問
題
に
つ
い
て
。
古
記
の
作
者
の
候
補
と
し
て
現
在
最
も
有
力
な
者
は
、
青
木
和
夫
氏
の
挙
げ
る
秦
大
麻
呂
で

あ
針
。
そ
の
根
拠
は
、
古
記
の
引
用
す
る
詔
勅
官
符
類
は
、
天
平
以
降
が
極
端
に
少
な
い
が
、
秦
大
麻
呂
は
天
平
七
年
五
月
に
入
唐
請
益

を
終
え
て
「
問
答
六
巻
」
を
献
上
し
た
こ
と
が
『
続
日
本
紀
』
に
見
え
て
お
り
、
入
唐
詩
益
が
原
因
で
、
か
か
る
引
用
の
ム
ラ
が
生
じ
た

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
、
古
記
の
語
法
に
は
、
当
時
の
唐
の
口
語
・
俗
語
が
少
な
か
ら
ず
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
入
唐
経
験
と
出

自
が
帰
化
系
で
あ
る
こ
と
が
原
因
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
で
あ
弱
。



し
か
し
、
第
九
次
遣
唐
使
（
七
三
一
一
丁
六
）
の
一
員
と
し
て
入
唐
し
た
請
益
生
で
あ
る
な
ら
ば
、
垂
挟
格
後
勅
を
引
か
ず
と
も
、
令
釈
の

開
元
一
九
年
格
後
勅
（
七
一
三
年
）

よ
う
に
開
元
格
を
引
用
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
秦
大
麻
目
在
唐
中
の
現
行
法
は
開
元
七
年
律
令
格
式
（
七
一
九
年
）
で
あ
り
、
更
に
は

つ
ま
り
古
記
の
作
者
は
、
大
宝
令
の
藍
本
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
防
、

で
あ
っ
た
筈
な
の
で
あ
る
。

手
許
に
あ
っ
た
か
な
り
古
い
格
・
格
後
勅
を
用
い
て
注
釈
を
施
し
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。

一
方
、
古
記
は
開
元
（
三
年
か
）
令
を
ふ
ん
だ
ん

に
引
用
し
て
い
る
。
こ
う
い
う
ム
ラ
の
あ
る
引
用
の
し
か
た
は
、
自
ら
入
唐
し
て
最
新
の
唐
代
法
典
を
求
め
得
た
者
で
は
な
い
者
の
仕
業

と
考
え
た
方
が
、
よ
り
穏
当
で
は
あ
る
ま
い
か
。

も
う
一
点
は
、
養
老
令
の
藍
本
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
第
二
節
に
お
け
る
検
討
の
結
果
、
養
老
令
の
藍
本
の
一
つ
に
開
元
格
を
考
え

ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
「
違
憲
法
」
と
い
う
表
現
が
神
龍
格
以
前
に
は
無
く
、

そ
の
後
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
養
老
令
は
開
元
格
の

表
現
の
一
部
を
採
用
し
た
こ
と
に
な
り
、
養
老
令
の
成
立
年
次
か
ら
考
え
て
、
問
題
の
開
元
格
は
開
元
三
年
格
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
を
逆
に
言
え
ば
、
養
老
令
は
開
元
三
年
格
に
よ
っ
て
、
神
龍
格
以
前
の
格
の
一
つ
で
あ
る
永
徽
格
の
表
現
を
継
承
し
た
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
大
宝
令
文
に
お
け
る
表
現
を
改
め
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
養
老
令
が
開
元
令
に
よ
っ
て
修
訂
さ

れ
た
可
能
性
の
あ
る
こ
と
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
は
旧
稿
に
お
い
て
、
養
老
令
編
纂
に
果
た
し
た
開
元
三
年
令
の
持
つ
意

味
に
特
に
注
意
を
促
し
て
お
い
た
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
令
だ
け
で
な
く
開
元
三
年
格
も
養
老
令
に
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
た
の
で
あ
る
。

事－Av
－－、

宇
J

ナ’

こ
の
推
論
は
、
あ
く
ま
で
も
現
存
の
史
料
に
も
と
づ
き
、
最
も
単
純
な
条
文
の
変
遷
を
想
定
し
た
結
果
そ
う
な

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
こ
と
に
は
留
意
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

い
つ
も
な
が
ら
の
際
ど
い
考
証
に
終
始
し
て
し
ま
っ
た
が
、
問
題
点
の
所
在
の
み
は
指
摘
で
き
た
と
思
う
。
博
雅
の
御
示
教
を
切
望
す

る
次
第
で
あ
る
。

『
令
集
解
』
に
引
用
さ
れ
た
唐
の
格
・
格
後
勅
に
つ
い
て

七



「
「
令
集
解
』
に
引
用
さ
れ
た
唐
の
令
に
つ
い
て
」
（
『
九
州
史
学
』
八
五
号
、
一
九
八
六
年
）
四
六
頁
。

「
必
ず
集
解
』
諸
説
に
引
用
さ
れ
た
唐
の
法
典
が
唐
の
何
年
度
の
も
の
で
あ
る
か
、
遣
唐
使
と
集
解
諸
説
の
年
代
関
係
に
よ
っ
て
判
定
し
て
い

く
方
法
は
、
瀧
川
政
次
郎
「
令
集
解
に
見
え
る
唐
の
法
律
史
料
」
（
「
支
那
法
制
史
研
究
』
所
収
、
一
九
四

O
年
、
有
斐
閣
刊
。
の
ち
「
中
国

法
制
史
研
究
』
と
改
題
し
、
一
九
七
九
年
、
厳
南
堂
刊
。
原
発
表
一
九
二
九
年
）
な
ど
で
早
く
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
基
本
的
に

は
間
に
合
う
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
年
代
比
定
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

『
令
集
解
」
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
を
用
い
、
細
字
双
行
を
一
行
と
数
、
え
る
。
返
り
点
は
一
部
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

瀧
川
注
（
2
）
論
文
一
一
三
頁
参
照
。

中
国
葉
氏
は
、
令
釈
所
引
の
開
元
絡
逸
文
と
古
記
所
引
の
格
後
勅
逸
文

ωeと
を
比
較
し
、
「
開
元
格
で
は
『
累
代
同
居
』
の
代
数
を
挙
げ

て
い
な
か
っ
た
が
、
「
格
後
勅
』
の
方
で
は
そ
の
計
算
法
を
五
代
と
し
て
、
義
夫
の
資
格
を
明
確
に
し
て
い
る
」
（
「
「
支
那
律
令
法
系
の
発
達

に
つ
い
て
』
補
考
」
二
四
二
頁
。
『
法
制
史
論
集
』
第
四
巻
所
収
、
一
九
六
四
年
、
岩
波
書
店
刊
。
原
発
表
一
九
五
三
年
）
と
す
る
が
、
古

記
よ
り
成
立
が
ず
っ
と
新
し
い
令
釈
が
、
氏
の
見
解
に
よ
れ
ば
古
記
の
引
い
た
格
後
勅
に
よ
っ
て
補
訂
さ
れ
る
よ
り
も
以
前
の
関
元
格
（
三

年
も
し
く
は
七
年
）
を
引
用
す
る
事
態
は
考
え
難
い
。
引
用
の
際
の
省
略
に
よ
っ
て
違
い
が
生
じ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

注（
4
）
論
文
一
一
一
一
一
i
四
頁
。

井
上
光
貞
「
日
本
律
令
の
成
立
と
そ
の
注
釈
書
」
（
日
本
思
想
大
系
3
『
律
令
』
所
収
、
一
九
七
六
年
、
岩
波
書
店
刊
。
の
ち
『
日
本
古
代

思
想
史
の
研
究
』
所
収
、
一
九
八
二
年
、
同
刊
、
更
に
『
井
上
光
貞
著
作
集
』
第
二
巻
、
一
九
八
六
年
、
同
刊
に
収
め
る
。
以
下
引
用
頁
数

は
、
『
律
令
」
所
収
版
に
よ
る
）
七
八

0
1七
八
一
頁
。

確
か
に
『
旧
唐
書
』
巻
五

O
刑
法
士
山
に
は
、

（
間
一
万
）
十
九
年
、
侍
中
裟
光
庭
、
中
書
令
繭
嵩
、
又
以
下
格
後
制
勅
行
用
之
後
、
頗
輿
－
一
格
文
一
相
違
、
於
レ
事
非
L
L

レ
使
、
奏
令
一
ニ
所
司
剛

撰
格
後
長
行
勅
六
巻
、
頒
子
天
下
一
。

と
あ
り
、
開
元
一
九
年
の
格
後
長
行
勅
は
、
六
巻
か
ら
成
っ
て
い
た
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
「
日
本
国
見
在
書
目
録
』
（
一
九
二
五
年
、

古
典
保
存
会
刊
の
コ
ロ
タ
イ
プ
版
に
よ
る
）
刑
法
家
に
は
、

唐
永
徽
格
五
巻
垂
挟
格
二
巻

t
E
後
常
行
格
一
十
五
巻

t
z
留
司
格
二
巻
開
一
苅
格
十
巻

t
z
t
私
記
一
巻

巻
格
後
勅
三
十
巻
長
行
勅
七
巻
開
元
皇
口
勅
一
巻

t
t
後
格
九
巻
散
頒
格
七
巻
僧
格
一
巻

「
令
集
解
』
に
引
用
さ
れ
た
唐
の
格
・
格
後
勅
に
つ
い
て

入

註

2 1 
（

3
）
 

（

4
）
 

（

5
）
 

7 6 8 

z
t
新
格
五



日
本
に
舶
載
さ
れ
た
開
元
一
九
年
の
格
後
長
行
勅
は
、

七
巻
も

9 

と
あ
り
、
記
載
は
僧
格
（
道
僧
格
）
以
外
は
年
代
順
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

し
く
は
三
十
巻
か
ら
成
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

麿
朝
に
お
け
る
軍
質
調
達
法
に
関
す
る
史
料
は
、
虚
建
栄
「
唐
代
前
期
非
常
支
出
的
簿
措
及
其
廻
響
」
（
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集

刊
』
五
六
｜
て
一
九
八
五
年
）
一
四
一

l
一
五
八
頁
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
津
透
「
唐
儀
鳳
三
年
度
支
奏
抄
・
四
年
金
部
旨

符
補
考
」
（
『
東
洋
史
研
究
』
四
九
｜
二
、
一
九
九

O
年
）
一
七
l
二
O
頁
参
照
。

侍
議
諒
・
張
仇
石
・
許
逸
民
編
撲
、
一
九
八
二
年
、
中
華
書
局
刊
。

山
本
達
郎
・
池
田
温
・
岡
野
誠
編
『
同
，
c
z・
出
口
〉
Z
の
〉
Z
口、
H

，C
H
N
司〉
Z
U。
n
c呂
田
4
吋
ω
。
。
之
内
町
、
刊
ミ
h
hの
め
。
n
E
h
h
h『b
N

円（
U0・

2
0』
hhnkaM30均
州
、
』
－

rwm一
色
吋
良
一
円
凹
（
〉
）
（
一
九
八

O
年
、
東
洋
文
庫
刊
）
三
六
頁
に
よ
る
。
但
し
、
句
読
を
若
干
変
え
た
と
こ
ろ

が
あ
り
、
返
り
点
を
新
た
に
付
し
た
。

「
唐
の
律
令
お
よ
び
格
の
新
資
料
」
第
四
節
関
元
戸
部
格
断
簡
（
『
増
訂
中
国
法
制
史
研
究
』
法
と
道
徳
・
法
と
慣
習
所
収
、
一
九
八
一

年
、
東
京
大
学
出
版
会
刊
。
原
発
表
一
九
五
七
年
）
二
八
三
1
三
O
一頁。

劉
俊
文
「
ω－
z
t開
一
克
一
戸
部
格
残
巻
」
（
『
敦
燥
吐
魯
番
唐
代
法
制
文
書
考
釈
』
所
収
、
一
九
八
九
年
、
中
華
書
局
刊
）
二
八
四
頁
。

注（
2
）
論
文
一

O
六
i
七
頁
。

『
律
令
の
研
究
』
（
一
九
三
一
年
、
刀
江
書
院
刊
）
一
四
四
1
五
真
。

「
敦
燈
発
見
神
龍
散
頒
刑
部
格
と
令
集
解
」
（
『
産
大
法
学
』
一
ム
ハ
｜
四
、
一
九
八
三
年
）
七
i
一
五
頁
。

『
日
本
歴
史
』
五

O
九
号
、
一
九
九

O
年。

中
田
薫
注
（
5
）
論
文
二
四
一
頁
。

仁
井
田
陸
『
唐
令
拾
遺
』
（
一
九
三
三
年
、
東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
刊
）
九
三
頁
。

大
宝
令
の
復
原
は
、
本
僚
古
記
（
七
二
五
頁
八
行
・
七
二
七
頁
二
行
・
七
二
八
頁
七
行
・
七
三

O
頁
六
行
）
本
線
穴
記
所
引
古
説
（
七
三
七

頁
二
行
）
に
拠
る
。

山
本
達
郎
・
池
田
温
・
岡
野
誠
編
注
（
日
）
書
三
四
頁
に
よ
る
。
但
し
、
句
読
を
若
干
変
え
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
返
り
点
を
新
た
に
付
し
た
。

注（
8
）
参
照
。

川
北
靖
之
注
（
日
）
論
文
一
一

i
二
頁
参
照
。

『
令
集
解
』
諸
説
の
い
う
「
勅
断
条
」
が
、
考
課
令
臼
官
人
犯
罪
条
を
指
す
こ
と
は
、
松
原
弘
宣
「
『
令
集
解
』
に
お
け
る
諸
法
家
の
条
文

引
用
法
」
（
『
日
本
歴
史
』
三
五
三
号
、
一
九
七
七
年
）
四
一

1
二
頁
に
指
摘
が
あ
る
。

11 10 12 （日）
（

M）
 

（日）
（日）
（口）
（凶）
（叩）
（却）

（幻）
（幻）
（お）
（叫）

『
令
集
解
』
に
引
用
さ
れ
た
府
の
格
・
格
後
勅
に
つ
い
て

九



『
令
集
解
』
に
引
用
さ
れ
た
唐
の
格
・
格
後
勅
に
つ
い
て

。
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同
条
の
大
宝
令
復
原
は
左
の
通
り
。

凡
官
人
犯
レ
罪
、
勅
断
有
一
軽
重
一
者
、
皆
依
一
勅
断
↑
附
レ
殿
。
サ
一
叩
体
犯
不
レ
成
レ
殿
下
勅
令
レ
附
ι考
者
、
川
市
一
本
犯
一
明
レ
考
。
町
抑
制
勅
放
鳴

吸
・
ア
点
降
清
一
世
汗
レ
入
漁
限
一
。
本
犯
私
鴨
川
断
A
以山、

1
4免一人

1
3
J
Y居
レ
ヨ
マ
、
亦
一
ア
殿
品
。
。
唯
古
川
レ
得
海
軍
山
一
一
吋
第
一
。
若
本
犯

免
官
以
上
及
賊
賄
入
b

己
、
思
前
獄
成
者
、
例
以
－
景
迩
一
論
。
庇
レ
考
奪
レ
禄
並
依
一
常
法
一
。
即
非
一
除
免
一
者
、
不
一
一
解
官
一
。

典
拠
は
全
て
本
条
古
記
（
六
三

O
頁
三
行
・
六
＝
二
頁
三
行
・
六
三
四
頁
四
行
・
六
三
五
頁
五
行
・
六
三
六
貰
三
行
・
六
三
八
頁
四
行
・
同

五
行
・
六
三
九
頁
一
行
）

注（
8
）
参
照
。

井
上
光
貞
注
（
7
）
論
文
七
八
一
頁
参
照
。

青
木
和
夫
「
古
記
の
作
者
」
（
『
国
史
大
系
月
報
」
五
二
、
一
九
六
六
年
）

垂
挟
格
後
勅
成
立
の
上
限
で
あ
る
讃
聖
元
年
（
六
九
五
）
四
月
以
降
、
大
宝
令
の
成
立
し
た
大
宝
元
年
（
七
O
こ
ま
で
の
問
、
日
本
は
遣

唐
使
を
派
遣
し
て
い
な
い
。
新
羅
｜
唐
問
の
通
交
は
、
聖
暦
二
年
（
六
九
九
、
孝
昭
王
八
年
）
二
月
に
新
羅
か
ら
派
遣
さ
れ
た
朝
貢
使
（
『
冊

府
一
花
亀
』
外
臣
部
お
よ
び
『
三
国
史
記
』
新
羅
本
紀
）
の
み
で
あ
る
（
古
畑
徹
「
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
に
か
け
て
の
新
羅
・
唐
関
係
」

二
二

i
五
貰
参
照
。
『
朝
鮮
学
報
』
一

O
七
鰐
、
一
九
八
三
年
）
。
こ
の
後
大
宝
元
年
ま
で
の
日
本
｜
新
羅
聞
の
通
交
は
、
文
武
四
年
（
七

0

0
、
孝
昭
王
九
年
）
中
に
お
け
る
遺
日
本
使
、
遺
新
羅
使
各
一
固
め
み
で
あ
る
（
鈴
木
靖
民
『
古
代
対
外
関
係
史
の
研
究
』
付
表
3
・
4
参

照
、
一
九
八
五
年
、
古
川
弘
文
舘
刊
）
。
か
か
る
間
接
的
な
経
路
を
へ
て
垂
扶
格
後
勅
が
将
来
さ
れ
、
施
行
直
前
の
大
宝
令
の
援
本
の
一
つ

に
な
っ
た
可
能
性
は
極
め
て
小
さ
い
で
あ
ろ
う
。

（却）
（訂）
（却）
（却）


